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Forthepurp6eOf丘nding the seasonalvaI；ation of the content of green pigmentsin  

oysters ateachoysterbed asbelow de父ribed、and alsothe relation between the contentof  

greenpigments and that of magnesium．zine，iron，and copper．the oysters cultivated at  

Akit5u，SikaandJigozen．alongthe coast of HirGhima、Wereinvestigated fromJanuary  

lltoJunelO．   

Greenpigrnentswereestima［edbymeasuring ppticaldensityat660m／！for the solution  

which、VaSeXtraCtedfrom oysterswithhydrochloricacid－aCetOne（1O：90）mixture．Ironwas  

determinedbyo－Phenanthrolineme血d，andmagnesiurn，Zincand copperweredeterminedl）y  

atomic atH）rPtion spectrophotometry・   

The content of green pigmentsin oysters considerably changes withl光d or season．  

Although thecontentoftheseInetals coruiderabJy changes wilh oyster bed，any remarkable  
seasonalchangeandalsoてany de丘niteinterrelation ktweenthecontentof metals andthat of  

greenpigmentswereno亡found・   

缶詰かきの禄変は一般に1・2月に採取したかきにもっとも多く発現するといわれているが，本  

朝では生および缶詰かきの緑色色素豊の季節変化について，さらに，緑色色素の生成に園与すると  

考えられる金属，即ち，マグネシウム，鉄，亜鉛および合葬過と線色色素量との関係について知る  

ために，広島県下の三地域において養殖されたかきについて，1月下旬から6月上旬の6ケ月間に  

わたって謁ペたので以下にその結果を報告する．  

実  験  方  法  

1．試  料   

1－1生  か  き  

第1凶に示した広島県下のかき養殖場のうち最も酉に位置する地御前，中央部でエ場の密集して  
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いる地域の坂および最も束に位置する安芸津の  

三地域の同じいかだにて養殖されたかきを実験  

に供した．   

1－2 缶 詰 か き   

同時に採取した生かきを充分水洗し，沸騰水  

申に入れ約10分間煮熟し，冷却後，果実7号缶  

に210g肉話し，7％食塩水35g注入し，密封巻  

締した後，1100cにて60分間加熱殺菌を行な  

い，終了後急冷して缶詰とし，実験に供した・  

Fig，1Cult；vatedareaofoystersusedfor  
the experimenL   

2．緑色色素量の簡易定王法1）  

かきの緑色色素の定量法は第2図に示したどとく▼かきをホモジナイズし，そのホモジネート50g  

に塩酸－アセトン（10：鋤）濁液を加えて揆拝した後・遠心分離する・戟痘は更に3回抽出し，上  
澄渡を合わゼて，60。cにて減圧濃縮し，濃縮物を少壷のメタノールに溶かした後，過剰のアセト  

ンを加え，アセトン不溶物を炉別し，炉液を60qCにて減圧濃縮し，再び，濃縮物を少量のメタノ  

ールに溶かし，過剰のアセトンを加えて，アセトン不拾物を済唱lル 炉液をアセトンにて200mg  

とし，そのアセトン溶液10mgを取り・塩酸－アセトン（10：錮）混液にておmgとし，郎Om〝  

における吸光度を測定し  

，その吸光度をもって緑  

色色素量とした．  

3．生および缶詰か  

きの塩醒－アセ  

トン抽出液の吸  

収スペクトル   

緑色色素の簡易定量法  

に記述した660mβにお  

ける吸光度が，はたして  

生および缶詰かきともに  

同一の吸収極大を示すか  

どうかを確かめるため  

に，生および缶詰かきを  

3に記した方法にしたが  

って抽出清製し，その塩  

酸－アセトン抽出液の  

4α）～7（Mm／りこおける吸  

光度を日立－パーキンエ  

OysteJS（50g）  

Ilomogenize 

Add withHCl－aCetOne（10：90）mixture  

Centr；fuge  

l Precipitates  
IAddwit】－HCl－aCe【One（10：90）mixture  

Centrifuge  
l  

Precipitates  
l  

Supernatant  
l  

Concentrate  

Diss。1vein sma11amountof methanoland addwith  

acetone  

Filter  

Filヒrate  

Concentrate  

Diss。1veinsmallamountof methanoland addwith  
acetOne  

Filter  

Filtrate  

Make up to200mlwith acetone  
Acetone solution  

PipettelOmloftheacetonesolutionandadd15ml  
oIHCl－aCetOne（10：90）miⅩture  

Determ弓nation  

（at660m′▲）  

Fig．2 Aea5ymethod forcalculating【hegreenpigmentsofoysters  
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ルマ139分光光度計にて測定した．  

4．金属の定量  

かきをホモジナイズし，マグネシウム，亜鉛  

および鉄の定量には1晦，銅の定畠には2毎，  

それぞれルツポに秤敬し，550UCにて灰化し，  

灰分を6N塩酸5mlに溶かしたのち，鉄は0  

－フェナンスロリン法2）にて，マグネシウム8），  

亜鉛一）および飼S）は原子吸光分析法にて定量し  

た．  

白帆d帥常t至莞モ0・276  
R叩kriっ・0・266  

C丘州亡J●】）・さ1・・rム  

RこW U〉y51亡rj   

qO．5  
⊂〉  

Clmdoplモr8  

Ri▼叩三【亡r5   

jO¢  450  50（1 550  引）0  650  780  
1l●a、・¢l即gth（m〝〉  

Fig．3 Absorption spectra of thesolution  

extracted vバtlヽHCトacetone  

（10：90）mixture from raw and  

COnned oysters  

結 果 と 考 察  

1．生および缶詰かきの塩酸－アセトン抽出液の吸収スペクトル  

生および缶詰かきの塩酸－アセトン抽出液の吸収スペクトルは第3医lに示したどとく，いずれも  

415およぴ660mβに吸収極大を持っており，415m／‘に対する660m′‘の吸光度比は缶詰かきで  

0．276，生かきで0．266であり，両者ははぼ同一の比を持っていることが認められた．   

2．生かきのpH  

生かきのpHはいずれ  

の地域で養殖されたかき  

でも寒い時期の方がやや  

高く，気密の上昇にとも  

なってやや低下している  

ことが認められた．これ  

は鮮度の低下によるもの  

ではないかと考える．一  

般に生かきのpHはほぼ  

5．3～5．7である．  

3．生かきの禄色色  

素量と缶詰か幸  

の緑色色素圭の  

と関係並びにそ  

れらの季節変化  

かきの緑色色素は缶詰  

にした場合にのみ生成す  

Fig．4 Relationshipbetween thecontent ofgreeTlpigments of raw  
and canned oァstcrsandthecontentofmetalsinrawoysters，  
and also relationship between the content of grcen pig・  
ments andtbedegree of greening of can】1ed oysters  
（cultivatedin Akitsu）  
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るものではなく生かきにすでに缶詰かきの線色  

色素と 

めている6）が，この生かきの緑色色素量と缶詰  

かきの緑色色素量との間には第4～6図に示し  

たどとく，いずれの養殖場のかきでもほぼ比例  

的な闇係があり，缶詰にすることによって増加  

することが認められた．緑色色素の季節変化  

は，安芸津産かきでは3月中旬から下旬にかけ  

て多くなり，4月以後は急激に減少していた．  

安産かきでは1月に最も多く，2月の中旬には  

急激に減少していたが，下旬より3月中旬まで  

再びわずかながら増加していたが，3月下旬以  

後ほ減少していた．一方地卸前並のかきは坂産  

かきと同様に1月に滋も多く，2月の中旬には  

一度減少したが，下旬には再び増加し，3月か  

Fig．5 Relationsbipbetween血e content of  
green pigments of raw and canned  
OySterS and the conLent Of metalsin  
raw oysters，and also relationship  
between the content of grcen pigm－  
ents and the degreeof grcening of  
conned oysters  
（cultivatedin Saka）  

ら5月上旬まではほとん  

ど変動はなかったが，6  

月には著しく減少してい  

た．このようにかきの緑  

色色素量は季節によって  

もまた養殖場所によって  

もかなり変動のあること  

が認められたが，このこ  

とは海水中のクロロフィ  

ルを含む植物性プランク  

トンの量に，あるいはか  

きの消化活動の強弱に起  

因するものと考える．  

4．か書の緑色色素  

圭と金属含圭と  

の関係  

F；g．6 Relationship between the content of green pigments of raw  
canned oysters and the content oflnetalsin raw oysters，  
and alsorelationshipbetweenthecor）tentOfgreenpigments  
and thc degree of gr寧ening of canLled oysters  
（cultivaledinJjgoヱen）   

かきの緑色色素壷と金  

属台立との関係は第4～6図に示したごとく，いずれの地域のかきでも緑色色素立と金属含量との  

問には明らかな相関関係は認められなかった．このことより缶詰かきの緑変は金属含意の多少に左  

右されるものでほなく，クロロフィルあるいほフェオフイテン，フェホルバイト等の含量に左右さ  
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れるものと考える．  

5．かきの緑色色素圭と緑変度合との関係   

かきの緑色色素量と緑変度合との関係は第4～6図に示したごとく，緑色色素景が多い場合ほ緑  

変度合も強くなっており，両者の間には明らかな相関開拓が認められたが，緑色色素最が少ない場  

合は十分な相関関係を見出すことができなかった．この結果より生かきの緑色色素最を測定するこ  

とにより缶詰かきの椋変がある程度予知できるものと考える．  

8．生か善の金属含量と缶詰かきの金属含量との比較並びにそれらの季節変化   

第1蓑に示したごとく，マグネシウムは缶詰にすると約塊～矧こ減少することが認められたが，  

これは缶詰型造工程中の予備加熱時に失なわれたものと考える．亜鉛および飼ほ生，缶詰かきとも  

にほぼ同量であった．一方鉄は栴諸にするとやや増加することが認められたが，この原因は不明で  

ある．これら金属含量は養殖場所によってかなりの相異のあることが認められた，即ち，安芸津産  

のかきは他の地域のかきに比べてマグネシウムは約1．5倍，飼は2～3倍，鉄ほ1．5～2倍多く含ま  

れていることが認められた．なお安芸津産のかきほ他の地域のかきに比べて小さく，折詰にした場  

合黄褐色を呈しているが，これは金環の影響ではないかと考える．金属含量の季節変化はマグネシ  

ウムが季節とともに滅少する以外，他の金属はほとんど変化が認められなかった．このようなマグ  

ネシウムの減少ほかきが餌料として摂取するクロロフィルを含んだ植物性プランクトンの減少に起  

関するものと考える．  

Tablel Comparison bctween the contentsof metals and green pigmentsin raw  

OySterSwith the contents ofthosein canned oysters  

（in the sama amount of moisture）．  
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green plgmentS  
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従来，缶詰かきの録変は′トさいかきほど，また，1，2月の寒い時期に採取したかきほど緑変し  

やすいといわれていたが，以上の実験籍果より，缶篭かきの禄変はかきの大小にか如っりなく発現  

し，また，一般に1，2月に採取したかきほど緑変の発現率は高いが，菱殖場所によって緑変の発  

現する時期がいくらか異なることが認められた．なお，かきの緑色色素最とマグネシウム，鉄，亜  

鉛およ由等の金属含量との間には明らかな相関関係はないものと考える．  

要   

かきの緑色色素畳の季節変化並びにマグネシウム，鉄，亜鈎および錮等の金属含量との関係につ  

いて広島県下の三地域の同じいかだにて養殖きれたかきについて1月下旬から6月上旬にわたって  

調べた結果，緑色色素量ほ季節によっても，養殖場所によってもかなりの変動が認められたが，緑  

色色素畳と金属含量との問には相関関係は認められなかった．缶詰かきの緑変はかきの大小にかか  

わりなく発現し，一般に1，2月に採取したかきほど発現率が高い．しかし，養殖場所によってそ  

の時期はいくらか異なる．生かきと缶詰かきの緑色色素畳の閤には比例的な開孫があり，緑色色素  

量と綾変度合との間にもかなりの相関関係が認められた．   

終りに，試験缶詰の製造に衡便宜を頂きました青旗缶詰株式会社の廿日出穿之進社長，斉藤熱闘  

発部長，並びに開発部の皆様方に厚く感謝致します．また，本研究に当り，御助力を頂いた東洋金  

品研究所の冨永哲彦，西郷英昭氏に感謝致します．  
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